
〈
小
学
校
１
年
生
〉

１
年
１
組　

藤
原
颯
太（
東
二
）

１
年
２
組　

源
内
大
貴（
緑
二
）

１
年
３
組　

進
藤
愛
菜（
南
二
）

お
祝
い
の
作
文
朗
読

ご
長
寿

�
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

佐
伯
区
長
を
は
じ
め
多
く

の
来
賓
を
迎
え
敬
老
の
式
典

が
今
年
も
盛
大
に
催
さ
れ

た
。75
歳
以
上
の
高
齢
者（
美

鈴
が
丘
75
歳
以
上
の
高
齢
者

は
１
４
７
２
人
：
昨
年
に
比

べ
56
人
増
加
）215
人
が
参
加

さ
れ
た
。
最
初
に
全
員
で
7

月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
被

災
者
と
、
こ
の
1
年
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
へ
の
黙
と
う

を
捧
げ
始
ま
っ
た
。

「
皆
さ
ま
が
拓
き
築
い
て

こ
ら
れ
た
こ
の「
故
郷
」を

安
心
・
安
全
な
ま
ち
に
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
誓

い
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。」と
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
松
尾
会
長
が
挨

拶
。
松
井
市
長（
佐
伯
区
長

代
読
）か
ら
は「
自
立・自
主・

共
働
・
共
助
を
ベ
ー
ス
に
、

地
域
全
体
が
支
え
合
う
多
く

の
施
策
を
実
施
し
、
特
に
昨

年
9
月
か
ら
高
齢
者
い
き
い

き
活
動
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
、
皆
さ

ん
も
積
極
的
に
利
用
さ
れ
、

常
に
健
康
に
留
意
し
お
元
気

に
過
ご
し
て
頂
き
た
い
」と

祝
辞
を
頂
い
た
。

来
賓
挨
拶
に
続
き
1
年
生

3
人
の
児
童
が
お
爺（
婆
）

さ
ん
へ
の
作
文
を
朗
読
。「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
い
つ
も
あ
た
た
か
く
見

守
っ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
児
童
の
言
葉
に
、
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
た
。
思
わ
ず
涙
を
流
す
方

も
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
席

に
は
、
２
年
生
児
童
が
書
い

た
手
紙
が
置
か
れ
て
お
り
、

喜
ん
で
読
ん
で
お
ら
れ
る
姿

が
印
象
的
だ
っ
た
。

今
年
は
演
芸
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
充
実
し
、
マ
ン
ド
リ
ン
演

奏
、
児
童
館
に
よ
る
フ
ラ
ダ

ン
ス
、血
液
サ
ラ
サ
ラ
体
操
、

銭
太
鼓
の
演
技
と
続
い
た
。

特
に
町
内
会
長（
ま
ち
づ
く

り
珍
一
座
）に
よ
る〝
白
浪

五
人
男
と
一
匹
狼
〟で
は
本

格
的
な
衣
装
に
扮
し
た
町
内

会
長（
5
人
の
泥
棒
）の
口

上
に
ヤ
ン
ヤ
の
喝
采
と
笑
い

が
沸
き
起
こ
っ
た
。
最
後
に

美
鈴
音
頭
を
全
員
で
踊
っ
て

終
了
し
た
。

長
年
に
亘
り
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
が
内
容
も
益
々
充
実
し

て
継
承
さ
れ
、
大
勢
の
ス

タ
ッ
フ
が
準
備
に
精
出
し
て

い
る
姿
に
美
鈴
の
団
結
力
、

地
域
力
を
実
感
。
い
ろ
い
ろ

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
こ
の

町
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
若

い
世
代
が
特
に
子
育
て
世
代

が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

9月16日㈰

「第38回」

美鈴が丘まちづくり協議会
（於：石内福祉センター）

マンドリン演奏 銭太鼓

児童館の子ども達がフラダンス 血液サラサラ体操

石川五右衛門の口上 １年生の作文発表

美鈴音頭を皆で踊る 白浪五人男と一匹狼

受付 救助班も待機

広 報 み す ず 平成30（2018）年10月号⑴
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第456号	 美鈴が丘まちづくり協議会

★組長・班長さんにお願い！一軒ずつ戸別配布してください！



防
災
対
策
住
民
説
明
会　
西
集
会
所
で
開
催�

9
／
13

◆
自
動
販
売
機
を
設
置

巡
回
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
運
営
委
員
会
は
、
西

第
1
公
園
及
び
、
ら
・

ふ
ぃ
っ
と
ハ
ウ
ス
2
カ

所
に
自
動
販
売
機
を
設

置
。
売
り
上
げ
の
一
部
は

巡
回
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

の
運
行
資
金
に
充
当
さ
れ

ま
す
。
こ
の
自
販
機
は
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
自
動
販
売
機
に
在
庫

し
て
い
る
飲
み
物
等
を
災

害
対
応
用
と
し
て
無
償
で

使
用
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
関
連
企
業
2
社
と
協

定
を
締
結
。
多
く
の
方
の

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
！

７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害

で
は
美
鈴
が
丘
で
も
初
め
て

美
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
南
二
丁

目
道
路
に
土
砂
流
出
が
発

生
。
住
宅
被
害
は
無
か
っ
た

が
、
今
後
の
復
旧
や
土
砂
災

害
な
ど
に
不
安
を
感
じ
る
住

民
へ
の
行
政
説
明
会
が
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
主
催
で
開

催
さ
れ
た
。
佐
伯
区
長
や
国

の
関
連
部
署
の
責
任
者
が
十

数
名
出
席
。
①
美
中
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
流
出
し
た
土
砂
量
は

６
千
700
㎥
で
崩
落
ヵ
所
の
砂

防
堰
堤
は
今
年
度
中
に
設
計

･

見
積
り
し
、
来
年
度
中
に

完
成
予
定
。
②
南
二
丁
目
の

土
砂
流
出
に
つ
い
て
は
、
擁

壁
の
内
側
水
路
の
土
砂
を
撤

去
し
て
復
旧
済
み
。
③
鬼
が

城
山
中
腹
の
砂
防
堰
堤
に
も

土
砂
が
大
量
に
溜
っ
て
い
る

所
が
あ
っ
た
。
今
後
、
土
砂

や
枯
木
の
撤
去
方
法
を
検
討

す
る
。
④
鈴
が
峰
で
調
査･

設
計
中
の
砂
防
堰
堤
は
今
年

度
中
に
見
積
り
完
了
予
定
。

工
事
完
成
は
予
算
措
置
等
を

経
て
最
短
で
平
成
36
年
の
見

込
み
。
⑤
現
存
の
砂
防
堰
堤

は
、
東･

南
街
区
に
15
カ
所
。

緑
街
区
に
４
カ
所
。
緑
街
区

は
全
て
民
有
地
の
為
、
調
査

･

点
検
等
は
不
明
。
本
来
地

主
責
任
で
の
管
理
が
原
則
だ

が
今
回
は
行
政
で
地
主
を
調

べ
て
相
談
。
⑥
砂
防
堰
堤
の

維
持
管
理
は
、
区
役
所
農
林

建
設
部
の
管
轄
。
⑦
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
レ
ッ
ド･

イ
エ

ロ
ー
ゾ
ー
ン
の
住
人
は
、
常

日
頃
か
ら
防
災
情
報
メ
ー
ル

等
を
入
手
し
、
行
政
か
ら
の

避
難
勧
告
に
頼
る
こ
と
な
く

自
己
判
断
で
迅
速
に
避
難
行

動
を
起
こ
す
対
応
が
大
切
。

閉
会
に
際
し
松
尾
事
務
局
長

か
ら〝
防
災･

減
災
は「
自
助

と
共
助
」。
各
種
情
報
を
集

め
て
自
身
の
被
災
リ
ス
ク
を

正
し
く
認
識
し『
近
所
で
近

助
』。
近
隣
で
協
力
し
て
早

期
避
難
等
の
対
策
を
考
え
て

ほ
し
い
と
の
取
り
纏
め
が

あ
っ
た
。
参
加
住
民
165
人
の

関
心
は
高
く
、改
め
て
防
災・

減
災
の
大
切
さ
を
認
識
で
き

た
説
明
会
で
あ
っ
た
。

�

（
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長
）

◆
緑
サ
ロ
ン
ミ
ニ
敬
老
会

�

９
／
５

み
ど
り
サ
ロ
ン
の
ミ
ニ

敬
老
会
が
ギ
タ
ー
漫
談
家

の
風
呂
哲
州
さ
ん
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
開
催
さ
れ
た
。

最
高
齢
100
歳
を
筆
頭
に
約

40
人
の
参
加
者
は
、
ギ

タ
ー
を
弾
き
な
が
ら
の
歌

や
笑
い
に
引
き
込
ま
れ
懐

か
し
い
曲
を
一
緒
に
口
ず

さ
ん
だ
。
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の
時
間
を
過
ご
し
益
々
の

健
康
を
願
い
、
会
は
終
了

し
た
。�

（
森
ｊ
）

◆�

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座　
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー�

8
／
20

中
村
先
生（
中
村
内
科

医
院
）、
河
井
裕
子
さ
ん

（
認
知
症
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

を
迎
え
公
民
館
で
開
催
さ

れ
た
。
超
高
齢
化
す
る
社

会
で
、
今
後
65
歳
以
上
の

700
万
人
が
認
知
症
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
認
知

症
は
抗
認
知
症
薬
で
進
行

を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
可
能

だ
が
、
発
症
後
は
正
常
な

脳
の
機
能
が
不
可
逆
的
に

徐
々
に
低
下
し
て
し
ま

う
。
他
人
事
で
は
済
ま
さ

れ
な
い
喫
緊
の
重
要
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

認
知
症
の
人
へ
の
サ

ポ
ー
タ
ー
の
基
本
姿
勢
は

「
驚
か
せ
な
い
」「
急
が

せ
な
い
」「
自
尊
心
を
傷

つ
け
な
い
」自
分
の
価
値

観
だ
け
で
対
応
せ
ず
、「
患

者
の
奥
深
い
気
持
ち
を
理

解
す
る
こ
と
こ
そ
が
信
頼

関
係
を
深
化
さ
せ
、
問
題

解
決
の
糸
口
を
共
有
す
る

こ
と
が
出
来
る
」と
説
明

が
あ
っ
た
。
参
加
者
48
人

�

（
松
川
）

◆
義
援
金
を
贈
呈�

８
／
31

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は

西
日
本
豪
雨
の
被
災
者
へ

お
見
舞
い
の
気
持
ち
を
込

め
、
中
国
新
聞
社
を
通
し

て
義
援
金
を
贈
呈
し
た
。

内
訳
は
①
夏
ま
つ
り
樽
募

金
・
バ
ザ
ー
収
益
金（
一

部
）14
万
４
千
490
円
②
花

火
予
算
９
万
８
千
550
円
③

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
50
万

円
の
合
計
74
万
４
千
40

円
。
大
勢
の
町
民
の
皆
様

の
温
か
い
ご
厚
志
に
感
謝
。

ギター漫談家の風呂さん

土砂流入で行政から住民へ説明会

南街区道路にも土砂流入

江島副会長から木村所長へ託す

美中グラウンドに大量の土砂流入

美鈴音頭保存会の練習日（入会は大歓迎）	 時間はいずれも ９：30～11：30	
日時・会場：10月31日（水）・11月７日（水）

お知らせ

期間降水量
（7/5～7/7）（単位：㎜）
・呉市����� 436.0
・竹原市���� 433.0
・東広島市志和� 429.5
・三原市本郷�� 426.0
・広島市中区�� 417.0
・安佐北区三入� 387.5
・東広島市��� 386.5
・福山市���� 373.5
・廿日市市津田� 363.0

広 報 み す ず平成30（2018）年10月号 ⑵



◆
集
ま
れ
！
赤
ち
ゃ
ん

　
子
育
て
講
座

初
回（
８
／
29
）は
管

理
栄
養
士
か
ら
の「
離
乳

食
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
」の
お
話
。
第
２

回（
９
／
７
）は
医
師
に

よ
る「
身
体
の
発
達
過
程

の
説
明
」と
質
疑
応
答
。

先
生
曰
く〝
発
達
障
害
が

あ
っ
て
も
決
し
て
親
の
責

任
で
は
無
い
〟と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
一
人
で
悩
ま

ず
誰
か
に
相
談
す
る
。
又

は
佐
伯
保
健
セ
ン
タ
ー

（
９
４
３
‐
９
７
３
１
）

に
気
軽
に
電
話
し
て
ほ
し

い
と
の
事
で
し
た
。「
子

育
て
の
し
易
い
美
鈴
が

丘
」を
め
ざ
し
講
座
中
の

託
児
も
充
実
し
て
い
て
と

て
も
い
い
企
画
で
し
た
。

参
加
者
は
各
回
と
も
赤

ち
ゃ
ん
13
名
。

�

（
池
田
・
金
子
ｊ
）子育てのポイントを講義中

◦�北海道で震度7強の地震発生。今迄に見た事のない広範囲の土砂崩れは衝撃的光景です。明らかに日本は地震活動期に入っ
た様に思われる。

世界の出来事
日本の出来事

◆
美
鈴
が
丘
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
営
業
日
変
更
の
お
知
ら
せ

☆
土
曜
日
も
営
業
し
て
い
ま
す
☆

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
専
門
職
員
が
連

携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
・
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

９
月
１
日
よ
り
平
日
に
時
間
が
取
れ

な
い
方
や
仕
事
の
あ
る
ご
家
族
等
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
、
営
業
日
を
月
曜
日

か
ら
土
曜
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
年
末
年
始
除
く
）に
拡
充
し
ま
し
た
。

「
相
談
し
や
す
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
目
指
し
、
皆
様
か
ら
の
問
合

せ
や
相
談
に
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
事
前
に
連
絡
頂
け
れ
ば
自

宅
へ
の
訪
問
も
可
能
で
す
。

悩
み
を
抱
え
込
む
前
に
ま
ず
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。（
相
談
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

美
鈴
が
丘
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

　
セ
ン
タ
ー
長
　
大
野
　
光
子

◆�

東
五
丁
目�

8
／
25	

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

80
余
人
が
集
い
開
催
さ

れ
た
。
焼
き
そ
ば
、
焼
き

お
む
す
び
、
焼
肉
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
に
注
文
が
殺
到
。

特
注
し
た「
鉄
板
」と「
網
」

が
食
材
の
良
さ
を
引
き
出

す
の
だ
と
い
う
。
話
題
の

中
心
は
防
災
、
災
害
時
の

対
応
と
備
え
に
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。�

（
石
田
）

笑顔が弾ける楽しいひとときを
過ごした

◆�

カ
ー
リ
ン
グ
を
や
っ
て

み
よ
う�

児
童
館 

7
／
12

１
年
生
か
ら
5
年
生
ま

で
、
90
人
が
参
加
。
4
人

1
チ
ー
ム
に
分
か
れ
初
挑

戦
。
裏
に
コ
ロ
が
つ
い
て
い

て
滑
ら
せ
る
。
楽
し
か
っ
た

の
か
終
わ
っ
た
後
も
皆
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。�（
上
木
）

◆�

第
30
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会

�

小
学
校　
9
／
2

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
協
会
に
よ
る
と
、
島
根

県
泊
村
が
発
祥（
昭
和
57

年
）の
ス
ポ
ー
ツ
で
全
国

に
約
360
万
人
の
愛
好
家
が

い
る
と
の
事
。
審
判
は
自

分
自
身
、
ボ
ー
ル
は
有
る

が
ま
ま
、
そ
し
て
マ
ナ
ー

が
重
要
視
さ
れ
る
。
競
技

参
加
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
低

く
老
若
男
女
が
プ
レ
ー
し

易
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

今
回
は
個
人
戦
と
団
体

戦
が
行
わ
れ
、
団
体
戦
は

町
内
対
抗
で
男
女
各
2
人

の
4
人
で
一
チ
ー
ム
を
構

成
す
る
。
炎
天
下
で
の
接

戦
の
結
果
、
個
人
戦
は
旭

野
さ
ん（
東
三
）が
、
団

体
戦
は
東
3
が
優
勝
し
ま

し
た
。�

（
松
川
）

◆�

第
31
回
美
鈴
が
丘
高
校

体
育
祭�

9
／
12

吹
奏
楽
部
の
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
の
行
進
で
ス

タ
ー
ト
。
小
林
学
校
長
は

「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
躍
動
す
る
姿
を

見
せ
る
事
で
保
護
者
に
対

す
る
御
礼
と
し
よ
う
」。

花
形
は
リ
レ
ー
。
ク
ラ
ス

対
抗
、
部
活
対
抗
、
紅
白

対
抗
と
多
彩
で
、
保
護
者

や
生
徒
が
大
き
な
声
で
応

援
。
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は

各
組
が
考
え
た
振
り
付
け

で
観
客
を
楽
し
ま
せ
た
。

生
徒
が
自
分
た
ち
で
企
画

し
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見

せ
て
く
れ
た
。（
池
田・山
本
）

◆
囲
碁
ク
ラ
ブ

�

児
童
館　
7
／
20

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
4

名
に
よ
る
低
学
年（
1
～
4

年
生
）対
象
に
囲
碁
の
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
師
の

指
導
の
下
興
味
深
く
熱
心

に
対
局
し
集
中
力
と
忍
耐

を
養
い
、
将
来
井
山
名
人
の

様
な
方
が
出
て
く
る
か
も
と

講
師
の
講
評
で
す
。�（
中
本
）

ルール等はゴルフとほぼ同じ
（マナー重視）

ガンバレ　ガンバレ
吹奏楽部によるオープニングの
マーチングバンド

広 報 み す ず 平成30（2018）年10月号⑶



◎
今
月
の
一
句

鬼
灯
や
姉
と
鳴
ら
し
た

�

幼
き
日

�

由
紀

き
さ
ら
ぎ
句
会

◆
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ�

8
／
18

　
キ
ャ
ン
プ�

芸
北
清
流
の
家

川
遊
び
、ア
マ
ゴ
掴
み
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
そ
う
め

◆�

お
い
し
く
世
界
を
学
ぼ
う

〜
ベ
ト
ナ
ム
編
〜�

９
／
13

ベ
ト
ナ
ム
出
身
で
廿
日

市
在
住
の
平
岡
ズ
ウ
ェ
ン

さ
ん
に
定
番
料
理
の
フ
ォ
ー

を
始
め
3
品
を
教
え
て
も

ら
っ
た
。
男
性
2
人
を
含

む
16
人
の
参
加
者
は
順
調

に
料
理
を
完
成
さ
せ
、
美

味
し
く
試
食
。
料
理
だ
け

で
な
く
ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
や

歴
史
の
紹
介
な
ど
も
あ
り
、

最
後
は
民
族
衣
装
の
ア
オ

ザ
イ
を
着
て
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
た
。�

（
池
田
・
森
）

に
挑
戦
。
包
丁
の
入
れ
方

や
抜
き
方
な
ど
を
習
い
何

と
か
仕
上
げ
た
。
ま
た
炊

き
込
み
ご
飯
の
味
付
け
な

ど
も
実
践
し
昼
に
は
全
員

で
舌
鼓
。
み
な
満
足
気
の

様
子
。�

（
山
本
）

◆�

魚
料
理
の
極
意
を
学
ぶ

教
室（
男
の
サ
ロ
ン
）

日
頃
調
理
に
は
縁
の
な

い（
？
）男
子
9
人
が
刺

身
と
煮
魚
料
理
を
学
ぶ
。

男
の
サ
ロ
ン
メ
ン
バ
ー

（
10
人
）の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
、
サ
ー
モ
ン
と
鯛
の

刺
身
と
カ
レ
イ
の
煮
つ
け

◆�

ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
講
座

3
回
目
の
運
動
編

生
活
習
慣
病
予
防
の
為

の
ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
講
座

（
全
3
回
コ
ー
ス
の
最
後
の

講
座
）が
健
康
指
導
士
を
招

い
て
開
か
れ
た
。
生
活
習

慣
病
予
防
法
と
し
て
、
前

半
は
運
動
の
不
足
が
様
々

な
病
気
の
引
き
金
に
な
る

等
の
説
明
。
後
半
は
二
人

一
組
に
な
り
互
い
の
身
体
の

歪
み
を
チ
ェ
ッ
ク
。
左
右
ど

ち
ら
か
の
肩
の
高
さ
が
違
っ

て
い
た
り
が
見
ら
れ
た
。
運

動
不
足
解
消
の
為
に
効
果

的
な
も
の
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
挙
げ
ら
れ
、
足
裏

の
着
地
方
法
や
手
の
振
り

方
な
ど
自
己
流
と
は
違
っ

た
歩
行
の
仕
方
を
学
ん
だ
。

最
後
は
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力

ア
ッ
プ
運
動
で
締
め
く
く

り
良
い
汗
を
か
い
て
終
了

し
ま
し
た
。�

（
山
崎
・
金
子
）

やはり見た目は日本料理とは
大きく違う

着地方法や手の振り方を
お互いに確認

美味しそうに出来上がり

■
お
知
ら
せ
・
催
し

10
／
13
㈯
　
児
童
館
祭
り

10
／
17
㈬
　
下
水
道
講
座

10
／
20
㈯
　
美
鈴
が
丘

�

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

10
／
20
㈯
　
ふ
れ
あ
い

�

フ
ェ
ス
タ（
中
学
校
）

10
／
23
㈫
　
昔
遊
び
に

�

挑
戦（
小
学
校
）

10
／
26
㈮
　

�

筋
力
ア
ッ
プ
講
座

10
／
28
㈰
　
第
34
回

�

町
民
大
運
動
会

11
／
10
㈯
　
ふ
れ
あ
い

�

音
楽
祭（
美
鈴
高
校
）

11
／
18
㈰
　
ク
リ
ー
ン

�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

美鈴が丘中学校ふれあいフェスタ（PTA主催）
場　所：中庭及び校舎内
日　時：10月20日（土）11：15～14：30
内　容：
食品バザー／�うどん、むすび、フライドチキン、

焼そば、等多数―
物品バザー／基準服、食器、日用雑貨など遊休品
同時開催：�合唱祭（9：00～11：50）�

文化祭ステージ発表（14：00～15：00）�
生徒作品展示（9：00～15：00）

沢山の方のお越しを待っています。

1
美
鈴
が
丘
中
学
校
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て

　
（
植
松
実
行
委
員
長
）

◦�

10
／
20（
土
）雨
天
決
行
に
て
実
施
予
定
。
土
砂
災
害
の

影
響
で
駐
車
場
の
確
保
に
支
障
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
。

2
敬
老
会
に
つ
い
て（
社
協
）

◦�
９
／
16
に
石
内
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。
対
象
者

１
４
７
２
人
。
215
人
が
出
席
予
定
。
77
歳
の
節
目
祝
賀

対
象
者
に
は
梨
が
贈
呈
さ
れ
る
。

3
遊
・
遊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー（
ま
ち
協
会
長
）

◦�

防
犯
訓
練
を
兼
ね
た
内
容
で
10
／
７
小
学
校
を
会
場
と

し
て
開
催
予
定
。
300
人
程
度
を
予
定
し
て
い
る
。

4
災
害
避
難
場
所
に
関
し
て（
事
務
局
）

◦�

災
害
時
一
時
避
難
場
所
は
高
校
講
堂
と
決
め
ら
れ
て
い

る
が
自
主
防
災
会
と
し
て
各
街
区
集
会
所
を
自
主
避
難

場
所
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
決
定
し
た
の
で
、
町
民

へ
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

◦�

山
田
小
学
校
へ
町
民
が
避
難
し
た
際
不
適
切
な
対
応
が

あ
っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。
山
田
地
区
町
内
会
と
連
絡

を
取
り
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
に
申
し
入
れ
て
い
る
。

5�

鈴
が
峰
・
鬼
が
城
山
の
崩
落
対
策
説
明
会
に
関
し
て

　
（
事
務
局
長
）

◦�

鈴
が
峰
・
鬼
が
城
山
で
土
砂
崩
落
が
あ
り
、
９
／
13
に

西
街
区
集
会
場
で
説
明
会
を
実
施
す
る
。
佐
伯
区
及
び

太
田
川
河
川
管
理
事
務
所
か
ら
説
明
を
受
け
る
。（
注
）

関
連
記
事
２
面
参
照

6
第
34
回
町
民
大
運
動
会（
体
協
）

◦�

10
／
28（
日
）９
時
開
始
。
競
技
内
容
を
変
更
し
各
街

区
で
の
選
手
選
出
を
し
や
す
く
し
た

7�

自
動
販
売
機
の
設
置
に
関
し
て

　
（
タ
ク
シ
ー
運
営
委
員
会
）

◦�

西
街
区
集
会
所
及
び
、
ら
・
ふ
ぃ
っ
と
ハ
ウ
ス
の
２
か

所
に
設
置
し
た
。
売
り
上
げ
の
一
部
は
り
ん
り
ん
タ
ク

シ
ー
の
運
営
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。
こ
の
自
販
機

は
災
害
発
生
時
に
は
自
販
機
に
あ
る
飲
み
物
は
災
害
対

策
に
活
用
で
き
る
。
ま
ち
協
と
ネ
オ
ス
㈱
間
で
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。

8
そ
の
他

◦�「
公
園
等
で
の
犬
の
排
泄
物
の
放
置
が
目
立
ち
、
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
」と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

平成30年９月定例役員会報告

ん
流
し

と
全
部

楽
し
い

キ
ャ
ン

プ
に
な

り
ま
し

た
。

�（
田
中
）
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